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■飲食業の支援も
一方、飲食業での創業を支援するスペースも

設置した。「キッチンラボ」と名付けた同スペー
スは、普段は入居企業で働く従業員のリフレッ
シュスペースとしての役割があるが、本格的な
厨房設備も設置。飲食業を考える起業家予備軍
などに対し、場所を提供することでマーケティ
ングや実践の場としても活用してもらう。

６階建てで、延べ床面積は約２７
３５平方メートル。部屋は大型機械
やロボット、実験設備などが置ける
仕様になっており、複数の部屋を借
りることも可能だ。都内からの交通
アクセスが良く、多摩ニュータウン
も近いため、人材獲得がしやすいこ
となどから、県内だけでなく近隣地
域からの進出も想定する。

ロボットやバイオのほか、ヘルスケ
ア、エネルギー、ＡＩ（人工知能）など
成長分野の企業に対し、ＳＩＣはこ
れまで培ってきた支援ノウハウを駆
使してサポートする。具体的には経営支援
のほか、入居企業同士や入居企業と地域企
業との交流などを促していく。　

橋元雅敏社長は「成長性がある先端技術
の集積とその連携を図っていきます。地域
から新産業を創造していきたいです」と話
している。

日崎工業（川崎市川崎区大川町、
☎０４４・３６６・７７１１）は、
得意とする板金加工技術に、以前は
未知の領域だったデザインを融合。
優れた職人技とデザインで作られる

「意匠金物」の分野で、販路拡大に
成功している。

各種サインやモニュメン
ト、造形物などの「意匠金物」を手掛
ける、従業員数２５人の企業。製作
実績の中には都内の商業施設でイベ
ントに使われる大型造形物や、駅構
内に設置されているモニュメントな
ど、誰もが一度は目にしたことがあ
るようなものもある。

同社の場合、デザイン図をもらえば、そこか
ら三次元ＣＡＤで設計図を作成。同時に、板
金加工するための平面設計図も起こして製作
に入る。現地調査から設置工事までもワンス
トップで受けている。　

サインやモニュメントは、複雑な形
状のものが少なくない。そこで活躍す
るのが、同社の「職人衆」たちだ。機械
にはできない、手動のレーザー溶接な
どを駆使して仕上げる。受注品のほと
んどが一点物で期間も短い。試作がな
い“一発勝負”のため、製造工程にも毎
回工夫を凝らすという。
■年商３０億円目指す
１９６７年設立の同社。当時は照明

器具の板金部品などを主体としてお
り、バブル崩壊の影響もなく、ずっと右
肩上がりだった。しかし、リーマン・

ショックや東日本大震災後に売り上げが激
減。創業以来の危機に見舞われた。
「今ある仕事が、この先いつまで続くか分か

りません。製造業の国内市場も縮小してお
り、先を考えるようになりました」と三瓶修
社長。そこでデザインという“未経験の仕事”

に挑戦した。
「意匠金物」の事

業は、今や売り上
げの約３割を占め
るまでになり、会
社の規模も大きく
なっている。三瓶

社長は「２０３０年には社員１００人、
年商３０億円にしていきたいです」と
チャレンジを続けている。

産業支援施設、さがみはら産業創造セン
ター（ＳＩＣ、相模原市緑区西橋本、☎０
４２・７７０・９１１９）は、ロボットや
バイオなど、先端分野での研究開発型企業
を支援する専用施設「ＳＩＣ－２　Ｒ＆Ｄ　
Ｌａｂ．（アールアンドディーラボ）」を稼
働させた。研究開発に適したラボとマルチ
ラボタイプの部屋を計２９室備えた。都内
や県内から企業を呼び込み、成長産業の企
業集積地を目指す。１階には飲食業での創
業を支援する「キッチンラボ」も置いた。
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横商の女性会、
全国で最優秀賞に

ＳＩＣは、相模原市や中小企業基盤整備機構（中
小機構）などが出資する第三セクターのインキュ
ベーション施設。今年で設立２０周年を迎えた。現
在、創業間もない企業などが入居する「ＳＩＣ－
１」、発展期にある企業が入居する「ＳＩＣ－２」、も
のづくり系企業が入居する「ＳＩＣ－３」の計３施設
を擁している。入居企業は１００社ほど。入居率は
常に９０％以上。これは、全国のインキュベーショ
ン施設の中でもトップクラスの水準だ。
今回の「Ｒ＆Ｄラボ」はＳＩＣ－２を増築した。こ

れにより、創業からものづくり、最先端の研究開発、
飲食業支援に至るまで、あらゆる支援ニーズに対応
できるインフラは整った。今後はソフト面での支援
をいかに拡充していくかも注目される。

横浜商工会議所・女性会による異業種勉強会
「女性塾」が、全国４１７ある商工会議所の中で、
「個として光る」女性会事業として最優秀賞（日本
商工会議所会頭賞）を獲得した。９月５、６の両
日、鹿児島県内で開催された全国大会で
同会の河原隆子会長（関東陸送）が、日商
の三村明夫会頭から表彰された。

同会は「行動する女性会」として、２０１
２年から女性経営者の自己研鑽や地域活
性化などを目的に定期開催。さまざま業
種で構成される会員が講師となり、経営
者としての資質向上に励んできたという。

年３回の小規模勉強会のほか、大規模
女性塾も年１回開催。著名な女性経営者
などを招くなどして、毎回１５０人が参
加している。この女性塾を始めたことで、
２０１９年までに会員数が３０人以上増
加。このうち４割以上が５０歳以下であ
るなど、結果を出していることなどが高
く評価された。

高齢者雇用について考えようと、横浜国立大学発
の産学連携支援組織「ＹＵＶＥＣ（ユーベック）」はこ
のほど、「『まだ出来る人』の“隙間時間”活用」をテーマ
にしたシンポジウムを横浜市中区海岸通の波止場会
館で開催した。

基調講演として「定年後のシニアの処遇低下はどこ
まで許されるのか」について、同大学大学院の石崎由
希子准教授と米村幸太郎准教授が話した。

後半は中小企業の経営者も加わり、パネルディス
カッションが行われた。その中で、日本濾水機
工業（横浜市南区井土ケ谷中町）の橋本美奈子社
長は「（従業員が）定年後も自分のライフスタイ
ルに応じ働き続けられるような会社を目指すべ
きです。また、これからは年金が不足する時代
です。『稼ぎたい』と考える高齢者に対し、会社
としてどう向き合っていくべきか考えなくては
なりません」と語った。

一方、ダイバーシティ経営を進める、プレス加
工の栄和産業（綾瀬市吉岡東）の伊藤正貴社長は「シニ
ア人材は周りのお手本と言えます。長く働き続ける
ために、仕事に対するやりがいをいかに持ってもら
うかも大切です」 と話していた。

いう“共通言語”を持つことで、地域の中小
企業にとっては新たなビジネスチャンスに
つながります」と強調した。さらに、ＳＤＧ
ｓに取り組むことで、社会や環境問題の解
決だけでなく、販路開拓にもつながった中
小企業の事例も紹介されていた。

東京きらぼしフィナンシャルグルー
プ（東京都新宿区）などは９月１７日、
川崎市幸区大宮町の起業家支援拠点、
Ｋ－ＮＩＣ（ケーニック）で、ＳＤＧｓ

（持続可能な開発目標）をテーマにした
セミナーを開催した。

上場企業を中心に広がりを見せるＳ
ＤＧｓに対する理解を深め、経営リス
ク予防やビジネスチャンス創出につな
げてもらおうと企画した。

登壇した環境省職員は「ＳＤＧｓと
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「高齢者雇用」を考える
YUVECがシンポ開催

デザイン×金属加工＝新事業

未
経
験
に
挑
戦
し
用
途
開
拓

ＳＩＣ

Ｒ
＆
Ｄ
ラ
ボ
を
稼
働

日崎工業

「高齢者雇用」を考える

中小こそＳＤＧｓを
東京きらぼしＦＧがセミナー

換器。持ち運びしやすく、保管もできる
頑丈なジュラルミンケースとの一体型
だ。
重さ５・５キロ。ケースを開くと、変
換器本体とプラグ、１００ボルト用コン
セントが搭載されている。フォークリフ
トのバッテリー部分にプラグを接続し、
本体スイッチを押すだけで利用できる。
フォークリフト１台で携帯電話なら約
２７０台分、パソコンなら約５５時間分
の電力が賄える。今回、電力の復旧が遅
れている地域では、連絡手段である携帯
電話などの充電にも不自由することか
ら、現地でも重宝されたという。横江利
夫社長は「テレビで被害の様子を見て一
刻も早く役
に立ちたい
と思い、無

料貸し出しを決
めました」と話
しており、今後
も引き続き支援
していく考え
だ。

建設機械販売・レンタルの旭
フォークリフト（相模原市中央

区田名、☎０４２・７６２・４６３０）は、
９月の台風１５号で甚大な被害を受けた千葉
県内のフォークリフトユーザーに対し、同社
が開発した自社製品「ＡＢＩ（旭バッテリー・
インバーター）」を無料で貸し出した。
同製品は昨年５月に製品化したもので、電
動フォークリフトのバッテリーから家電製品
に使用可能な１００ボルト電
源を取り出せる災害用電力変

台
風
被
害
の
千
葉
県
内
に
無
料
貸
し
出
し

フォークが非常用電源に

旭フォークリフト
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前回、お葬式に参
列される方に向け
て、場面ごとのシン

プルなごあいさつをご紹介しました。今回は、お葬式
のごあいさつで気を付けたい言葉をお伝えします。

お葬式は、幅広い年代の方が集まってくる“公の
場”です。良識ある態度と失礼のない言葉遣い
は、礼儀として必須です。その中で「忌み言葉」
と言われているものがあります。

ご存じの方もいらっしゃると思いますが、
説明しますと、「忌み(いみ)言葉」とは、慶弔
の場において、縁起の悪い言葉、不幸・不吉
なことや、不幸が重なること、
不幸を繰り返すことを連想さ
せる言葉のことを指します。

お葬式ではごあいさつだけ
でなく、弔辞・弔電にもふさわしくないとされていま
すので、ご遺族に対する配慮として、避けるように気
を付けたい言葉です。

それでは、忌み言葉とその言い換え方の一例をご紹
介いたします。
（ □忌み言葉→○言い換え例 ）
□度々→○よく／□引き続き→○これからも／□死

ぬ→○亡くなる／□重ね重ね→○深く／□色々→○多
くの　□まだまだ→○もっと／□また→○改めて

／□追って→○後ほど／□再び→○いま一度／
□次々と→○順に

不幸が重なることや、不幸の繰り返しを連
想させてしまう言葉は、「また誰かが亡くな
ってしまうかも…」と不安にさせてしまうの
で、言葉や文字にする際は覚えておくとよい

でしょう。
そして、このような言葉を頭

の片隅に入れておきながら、
関係性や状況に合った自分の

言葉で素直な気持ちをていねいにお伝えしましょう。
自然に心遣いのマナーができると素敵ですよね。

（清水誠葬具店副社長・清水ふじ代）

社長さんが知っておきたい社長さんが知っておきたい

すぐに役立つ葬儀マナー②
～忌み言葉～


